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 設置目的

我々の日常的な環境において、物質・材料表面に普遍的に存在する水。ナノからマクロス
ケールにわたる水の持つバルク中とは異なる構造、また濡れ・流れなどの動態を理解・制御し
その学術を深めるとともに、将来への低摩擦省エネルギー技術や、生体適合性材料開発によ
る再生医療技術、環境に優しい化学反応・分析技術などへの応用展開を目指す。

 組織の現状と将来展望
・文部科学省私立大学研究ブランディング事業の中心的推進機関として発足（2016年11月）
・キックオフミーティングの開催（2017年3月27日）

（学外の企業・大学からの80名を超える参加者（総合で100名以上の参加者））
・国際シンポジウム（Water on Materials Surface 2018)の開催（2018年7月25日～27日）

（産業界・学術界併せて343名の参加者）
・一般市民講座の開催・大学院共通教養講義「ウォーターサイエンス特論」の開講
・グループ内・グループ間の共同研究のための会合、成果報告会の開催促進
・企業との産学共同研究会の開催と共同研究の促進

 研究テーマ

物質・材料表面の「水」を以下の６つの視点・グループ（Ｇ）から捉える
【G１】 主に無機材料表面の水の統計熱力学的理解と省エネルギー技術への展開
【G２】 主に生体適合性材料表面の水の構造の理解と、 再生医療用材料開発への展開
【G３】 材料表面における水の濡れと流れを含む水の動態の理解と工学的応用
【G４】 材料表面における水の構造のシミュレーションと分光スペクトルの予測と解析
【G５】 局所空間における水の動態を積極的に制御・利用した高機能デバイス開発
【G６】 表面・界面の水を積極的に利用したグリーンケミストリーと分析化学
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トピック① グラファイト表面の水の分子動力学シミュレーション

21.30 Å

41.50 – 47.41Å

22.14 Å

グラファイト表面の界面水のMD計算モデル

界面水の分子配置（左）と水素結合ネットワーク（右）

界面水に存在するポリゴン（多角形）のヒストグラム

グラファイト表面における水のミクロな特異構造の発見
Y. Maekawa, K. Sasaoka, T. Yamamoto, Jpn. J. Appl. Phys. 57, 035102, 2018.

トピック② 濡れと流れの基礎科学

微小構造物との相互作用を経た液膜の動的濡れ促進機構を解明

球状構造物まわりの濡れ：実験と理論の比較 [1] 球状構造物まわりの濡れ：理論モデルの構築 [1]

柱状構造物まわりの濡れ：実験 柱状構造物まわりの濡れ：数値解析による再現

[1] L. Mu,  I. Ueno, et al.  J. Fluid Mech. 830, R1, 2017.
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